
 

第１部 10：40～12：00 

＜２限目＞１４：３０～１５：５０ 

「もっと失敗しても、間違ってもいいのでは？正答をひたすら追求する教育の向こうには何が？」 

勉強スポーツ習い事に課される正答・点数の獲得競争、遊びたい子どもに道徳の教科化。「もう疲れた！ここからおりたい」

とつぶやく子。子育て・学校教育を、ユーモアと失敗・間違い、好奇心、体験で豊かな感動する学びを！ 

対談 「子どもの可能性を信じて」  

金森俊朗×辻 直人 (北陸学院大学教授、『学び

合う教室』 共著者、教育史・教育学研究者） 

＜１限目＞ １３：００～１４：２０ 

「なぜ、権力は生活綴方教育を恐れたのか・・・言葉・表現の力の大切さを考える」 

戦前、1939 年～1942 年に生活綴方教育の実践が治安維持法違反として逮捕された教員は全国で 137 人。 

ありのままに生活を綴り交流し合う教育をなぜ国家権力は恐れたのか。 

 

金森俊朗の公開授業 
半世紀近く全身全霊で子ども・親・教師・市民と共に「生きる力」の育成と実践に取り組んでこられた金森俊朗先

生。NHK スペシャルの授業記録「涙と笑いのハッピークラス 4 年 1 組命の授業」をはじめ国内外の賞を多々受

賞。教育の最高峰！と高い評価は世界に広がっています。先生は小学校教員→北陸学院大学教授を経て、本年フリ

ーになられました。また、3 月には角川新書「学び合う教室」を刊行。そこで先生をお招きし、出版記念公開対談

＋授業をしていただくことになりました。久々ぶりの東京での金森公開授業、どうぞご参加ください。 

日時 ２０１７年９月９日（土）１０：００～１５：００ 

会場 角川本社ビル２階ホール（東京都千代田区富士見 1-12-15） 

料金 １０００円（学生・５００円） 

 

【お申込み・お問い合わせ】 
 氏名・申込人数を明記の上、メールまたは FAX にて、 
 下記までご連絡ください。 
 
 一般財団法人 角川文化振興財団（担当・伊達） 
  FAX：03-5211-5252  MAIL：date@kadokawa-zaidan.or.jp 


